擬声語【ぎせいご】
擬音語は物が発する音を字句で模倣したものである。このうち『オノマトピア』は人や動物が発する声を擬声語と分類している。
例
メーメー（羊）
ブーブー（豚）
ガチャン（ガラスの割れる音）
ドカン（爆発音、衝撃音）
なお音声を発する主体が同一の場合であっても、言語が違えば表記も当然違うものになる。
例：犬が吠える声
日本語 …… wan-wan（ワンワン）
英語 …… bow-wow, bark-bark, woof-woof, arf-arf, ruff-ruff
中国語 …… wang-wang（汪汪）
韓国語 …… meong-meong
★擬音語が動詞化・一般名詞化する用例も多数存在する。例えば、幼児期において擬音語をもって対象物を表現する用例が挙げられる（例：「ワンワン」=犬、「ブーブー」=自動車）。この他にもコンピュータのマウスのボタンを押下する動作を「クリック (click) する」、その鳥が発する鳴き声からカッコウ (en:cuckoo)などが挙げられる。
擬態語【ぎたいご】
人や物の状態や感情などの音を発しないものを字句で模倣したものである。つまり、態度を描写する音。態度の他に「くよくよ」「わくわく」など人の心理状態を描写したものもあります。
例
のぞのぞ　そわそわ　ゆらゆら　くよくよ　わくわく
★文法的な動きからすると、擬声語や擬態語は副詞（たいていは感情副詞）や名詞なといろいろな副詞にまたがっていますが、意味的に括してまとめます。なお、同じ語でも品詞によって意味やアクセントが変わることがあります。
副詞　　　はっきり（と）言う、　　ひらひら（と）舞う
名詞　　　ちゃきちゃきの江戸っ子、ひらひらのスカート
動詞　　　がっしりする、　ふわふわする、チンする
◎動物の鳴き声
1.鳥の鳴き声
あひる＝ガーガー　うぐいす＝ホーホケキョ　かっこう＝カッコー　からす＝カーカー
きじ＝ケンケン　すずめ＝チュンチュン　とんび＝ピーヒョロロ　にわとり＝コケコッコー
はと＝ポッポ　ひよこ＝ピヨピヨ　ふくろう＝ホーホー　ほととぎす＝テッペンカケタカ
やまどり＝ホロホロ
2.動物の鳴き声
いぬ＝ワンワン　キャンキャン　うし＝モーモー　うま＝ヒヒーン　かえる＝ケロケロ、ゲロゲロ　きつね＝コンコン　ねこ＝ニャーニャー　ねずみ＝チューチュー　ぶた＝ブーブー　
やぎ＝メーメー
3.虫の鳴き声
うまおい＝スイッチョ　くつわむし＝ガチャガチャ　けら＝ジー　こおろぎ＝コロコロ　
すずむし＝リーンリーン　せみ＝ジージー、ミーンミーン　まつむし＝チンチロリン
◎自然現象
1.天候
うらうら　からっと　からりと　どんより　ぽかぽか　むしむし
2.太陽
かんかん　ぎらぎら
3.星
ぴかっと　ぴかぴか　ぴかり　きらっと　きらきら　きらり
4.雲
ぽっかり　ふわふわ　ふんわり
5.雨
ぽつぽつ　ぱらぱら　しとしと　ざあざあ　ざんざん
6.雪
ちらちら　はらはら　こんこん　しんしん
7.風・嵐
ひゅうひゅう　ぴゅうぴゅう　びゅうびゅう
8.雷・稲妻
がらがら　ごろごろ　ぴかっと
◎物が出す音
1.ぶつかる・打つ・たたく
◎弱 ＝ かたかた かたり かたん 
　強　＝ がたがた がたり がたん 
◎弱 ＝ ことこと ことり ことん 
　強 ＝ ごとごと ごとり ごとん 
◎弱 ＝ こんこん 強＝ ごんごん 
◎弱 ＝ とんとん 強＝ どんどん 
◎軽 ＝ こつん 　重＝ ごつん 
◎鋭 ＝ ぱしり 鈍 ＝ ばしり 
2．鳴る
鐘 ＝ かん　がん かあん　があん かんかん　がんがん 
鍵　＝ かちゃかちゃ　がちゃがちゃ 
小銭　＝ ちゃらちゃら　じゃらじゃら ちゃりん 
3．こすれる・きしむ
かさかさ　がさがさ　かしゃかしゃ　がしゃがしゃ　きいきい　ぎいぎい　
きしきし　ぎしぎし
4．切る・刺す
さくっと　さくさく　さくり　ざくっと　ざくざく　ざくり　ちょきちょき　じょきじょき
5．しぼる
きゅっと　きゅうきゅう　ぎゅっと　ぎゅうぎゅう
6．やぶる
薄 ＝ ぴりっと ぴりぴり 
厚 ＝ びりっと びりびり 
薄 ＝ ぱりっと ぱりぱり ぱりん 
厚 ＝ ばりっと ばりばり ばりん 
7.折る
細 ＝ ぽきっと ぽきぽき ぽきり 
太 ＝ ぼきっと ぼきぼき ぼきり 
◎物の動き
1.流れる
ちょろっと ちょろり ちょろちょろ ざあっと ざあざあ
2.落ちる・ころがる
小石 ＝ ころり ころん ころころ 
岩 ＝ ごろり ごろん ごろごろ 
水滴 ＝ ぽたり ぽたぽた 
ペンキ＝ ぼたり ぼたぼた 
3.曲がる
くにゃり くにゃくにゃ ぐにゃり ぐにゃぐにゃ くねくね うねうね
4.揺れる
がたっと がたり がたがた ぐらっと ぐらり ぐらぐら ゆらっと ゆらり ゆらゆら ゆさっと
ゆさり ゆさゆさ
5.回る
くるっと くるり くるくる ぐるっと ぐるり ぐるぐる
6.滑る
するする するっと ずるずる ずるっと
◎物の様態・性質
1.固さ・重さ
かちかち こりこり がちがち ごりごり こちこち ごつごつ ごわごわ どっしり がっしり 
ずっしり
2.柔らかさ・軽さ
ふんわり ふっくら ぽっちゃり ぷよぷよ ぶよぶよ やんわり
3.材質
ごわごわ さらさら ざらざら すべすべ つるつる
4.光・色
きらきら ぎらぎら ちかちか てかてか てらてら ぴかぴか
5.におい
ぷうんと ほんのり
6.しめりけ
さらっと しっとり じめじめ じとじと じくじく しっぽり びっしょり びしょびしょ 
ぐっしょり ぐしょぐしょ
7.油け・粘着質
ねちねち ねばねば ねっとり ねとねと ぬらぬら ぬるり ぬるぬる ぬめぬめ べとっと 
べっとり べとべと にゅるっと にゅるり
8.整然としている
きちんと きっちり ちゃんと
9.雑然としている
くしゃくしゃ くちゃくちゃ ぐしゃぐしゃ ぐちゃぐちゃ がたがた がちゃがちゃ 
ごたごた ごちゃごちゃ めちゃめちゃ めちゃくちゃ
10.切迫・急変
ぎりぎり がらり
11.寸法・数量
だぶだぶ きちきち たっぷり
◎人の動作・人の声や音
1.歩く・走る・跳ねる
すたすた てくてく とぼとぼ よちよち すたこら ずかずか のこのこ のそのそ うろうろ 
しゃなりしゃなり とっとと ずんずん どたばた さっさと ばたばた ぴょんと ぴょんぴょん
ひらり
2.立つ・倒れる・止まる
さっと すっくと ふっと ばたっと ばたり ばたん ぴたっと ぴたり ぴたん
3.食べる・飲む・喫う・吸う
がつがつ がりがり こりこり ごりごり ぱくぱく もりもり がぶり ぱくり ぱっくり ごくり
ごくん ごくごく すぱっと すぱり すぱすぱ ぷかっと ぷかり ぷかぷか ちゅっと 
ちゅうちゅう
4.空腹・渇き
ぺこぺこ ぐうぐう からから
5.息
はあはあ ふうふう ぜえぜえ
6.咳・くしゃみ
こほん ごほん えへん はくしょん
7.笑う
あはは いひひ うふふ えへへ おほほ ははは ひひひ ふふっと へっへっと からから 
けらけら げらげら くすっと くすくす くっくっ にこっと にこにこ にこり にたっと 
にたにた にたり にやっと にやにや にやり
8.泣く
わあっと わあん わあわあ おいおい おんおん しくしく めそめそ わんわん ぽろぽろ
9.言う・話す
ぽんぽん ぼそぼそ がやがや がんがん ひそひそ ぶつぶつ ぶうぶう わいわい べらべら 
ぺらぺら ぺちゃくちゃ くだくだ くどくど
10.眠る
ぐうぐう くうくう うとうと うつらうつら こっくり すやすや ぐっすり
◎人の身体的特徴
すんなり なよなよ ほっそり がっしり ごつごつ どっしり まるまる ぶくぶく へなへな
◎人の健康状態
体が ＝ ふらふら ぴんぴん よろよろ へとへと 
頭が ＝ がんがん くらくら ずきずき じんじん 
胸が ＝ どきどき むかむか 
腹が ＝ きりきり しくしく 
傷が ＝ ずきずき ひりひり 
◎人がいる・いない様子
がやがや どやどや どたばた しいんと ひっそり
◎人の様子・心情・感覚など
1.人の性格
あっさり おっとり さっぱり からっと さらりと のんびり はきはき べったり
2.気持ちの高揚・充足
いそいそ うきうき ぞくぞく すかっと ほくほく わくわく しんみり ひしひし ほっと
3.不注意・失望
うかうか うっかり ぼんやり うんざり がっくり しょんぼり
4.不安・心配・小心
あたふた おずおず おどおど おろおろ おたおた おちおち いじいじ うじうじ くよくよ
びくびく はらはら
5.不愉快・いらだち・疲労
いらいら かりかり ぴりぴり むかむか むずむず むっと ぶつぶつ ぶすっと むすっと 
がっくり ぐったり げんなり くたくた へとへと
6.覚醒・放心
はっと ふと ふっと ぼんやり ぼやぼや ぼけっと
7.人の動く様子
うろちょろ うろうろ こそこそ こっそり こつこつ さっと だらだら せっせと じっと そっとちゃんと てきぱき のろのろ ばりばり まごまご
8.程度
めきめき ぐんと ぐんぐん
※擬声語・擬音語に由来する言葉
1.社会に広く用いられるもの
チャンバラ トンカチ シャブシャブ ボヤ スッテンテン ボイン スッポンポン ドロン ボケ 
ポカ ガタ ドンピシャ ツーカー アッパッパ チャランポラン グータラ バタバタ ペンペン草
2.幼児語
ワンワン ニャーニャー ブーブー ガラガラ パイパイ ポンポン ベベ
3.虫の名
ゲジゲジ スイッチョ ガチャガチャ
4.隠語・専門用語など
料理 ＝ ザク チリ 
すし ＝ ガリ トロ 
印刷 ＝ ベタ ペラ 
土木 ＝ ヘドロ ハッパ ズリ 
★擬声語・擬態語の語形
A、B、C、…は拍を表す。
一回語形
1.「Aい」型
ぷい（と）
2.「Aん」型
がん（と）ぐん（と）しゃん（と）ちゃん（と）どん（と）ぴん（と）
3.「Aっ」型
かっ（と）ぎゅっ（と）ぎょっ（と）さっ（と）ぞっ（と）どっ（と）ぬっ（と）
4.「Aー」型
じゅー（と）つー（と）
5.「Aーん」型
あーん（と）かーん（と）じーん（と）わーん（と）
6.「Aーっ」型
さーっ（と）ざーっ（と）ぼーっ（と）
7.「AB」型
がばはたひしむず
8.「ABん」型
がくんがつんきょとんすとんどかんどぶんぽかん
9.「ABっ」型
がさっ（と）がたっ（と）ぎくっ（と）きちっ（と）ちょびっ（と）ほろっ（と）
10.「ABり」型
からり きらり ぐにゃり ひらり ぶらり ぽかり
11.「AんB」型
わんさ
12.「AっB」型
どっか はっし
13.「AんBり」型
あんぐり うんざり こんもり しんみり ひんやり やんわり
14.「AっBり」型
あっさり がっしり きっちり ぐっすり さっぱり すっきり ちゃっかり どっぷり ばったり
15.「AっBら」型
うっすら ぎっちら ふっくら
16.「ABーん」型
うおーんうわーん
17.「AっBん」型
ぞっこん
18.「ABーっ」型
くくーっ（と）もわーっ（と）
19.その他
そそくさ のほほん ほんわか
重なり語形
1.「AんAん」型
かんかん がんがん ぎゃんぎゃん ぐんぐん ずんずん ばんばん ぴょんぴょん わんわん
2.「AっAっ」型
かっかっ きゃっきゃっ ふっふっ
3.「AーAー」型
かーかー きゃーきゃー にゃーにゃー びゅーびゅー
4.「ABAB」型
① ABの母音がともに「ア」
かさかさ からから さばさば だらだら ぱさぱさ わなわな
② Aの母音が「ア」、Bが「ア」以外
がちがち たじたじ ばりばり まじまじ わいわい
③ ABの母音がともに「イ」
いじいじ ぎしぎし じりじり びしびし びりびり みしみし
④ Aの母音が「イ」、Bが「イ」以外
いらいら きらきら ちまちま しくしく びくびく じめじめ いそいそ しこしこ にこにこ
⑤ ABの母音がともに「ウ」
うずうず くるくる すくすく つるつる ぬるぬる むくむく
⑥ Aの母音が「ウ」、Bが「ウ」以外
うかうか くさくさ すぱすぱ うきうき ぐりぐり ぷりぷり うねうね すべすべ ぶよぶよ
⑦ ABの母音がともに「エ」
でれでれ
⑧ Aの母音が「エ」、Bが「エ」以外
けたけた せかせか めらめら ねちねち てくてく けろけろ
⑨ ABの母音がともに「オ」
おどおど きょろきょろ ごそごそ のろのろ ぼろぼろ よぼよぼ
⑩ Aの母音が「オ」、Bが「オ」以外
おたおた そわそわ もたもた ごしごし よちよち おずおず ごくごく よれよれ
5.「ABんABん」型など
からんからん どしんどしん ぐびりぐびり しゃなりしゃなり うつらうつら
6.「AっBAっB」型など
あっぷあっぷ ばったばった かっちんかっちん こっくりこっくり
7.その他「ABCB型」など変則的な重なり語形
あたふた うろちょろ じたばた てきぱき どたばた へどもど やきもき かさこそ からころ
ぬらりくらり きんきらきん がたぴし すたこら ぱちくり
☞　擬声語·擬態語が感情副詞として用いられるときは、「…と」「…に」の刑になることが
多い。「と」は省略されることが多い。「と」と「に」では以下のような意味上の差がある。
　　べたべた（と）塗る　　→　動作の様子
　　べたべたに塗る　　　　→　動作の結果の状態
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